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教育DXを通した業務負担軽減を目指して

タイトル

大島町立第一中学校

令和６年度より、都内島しょ地区の学校に統合型校務支援システムが導入されました。本校では、教務主任や情報

教育担当主任がチーフとなり、「今すぐ導入すること（学校日誌・欠席連絡・保護者通知等）」「研修を通して導入

すること（通知表・指導要録データ移行等）」を明確にして、計画的に日々の業務に取り入れています。導入当初は

操作に戸惑う場面もありましたが、操作に慣れるにしたがって、時短・ペーパーレス等の成果が出てきました。時短

により生み出された時間を、生徒指導に充てられるようになりました。本システムには大変多くの機能が備わってい

ます。今後も、教育DXの効果を見据えた着実な導入を推進してまいります。

令和６年度導入

統合型校務支援システム

「ＢＬＥＮＤ」

マニュアルは、ＩＣＴの
操作を苦手とする教員で
も理解できるように、ワ
ンステップごとに操作ポ
イントを示しました。
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